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～おもしろい学校づくりで考えて行動する子供の育成～

学校教育目標 「強く 明るく やりぬく子」

旭川市立陵雲小学校

校長 甲斐 信太郎

６月に入り，学校では分散登校等の段階的な教育活動を経て，通常に近い形での教育活動
が再開しました 陵雲小新しい生活様式 でお示ししたとおり ３密を避ける ことや 外。「 」 ，「 」 「
からもどると手洗い・うがいをする」こと 「いまは人との距離をとる（ソーシャルディス，
タンス 」こと等，これからの日常生活では，これらを守ることが大切なことなのだと子ど）
もたちにお話をしているところです。子供の安全・安心のため家庭生活でも意識できるよう
にご協力をお願いいたします。本来ならば，この時期，運動会や修学旅行，遠足といった学
校行事を経て，少したくましくなった子供たちの様子について紙面にてご報告しているとこ
ろです。そのどれもお伝えできないことが残念です。しかし，学校が再開し 「学校に来る，
ことが楽しい」と元気に登校する子どもたちの姿がありました。先述した通り，これから全
ての学校生活では，子供の安心・安全のため，ソーシャルディスタンス等の新しい生活様式
を守って過ごします。

本校の学習のねらいは 「考え判断して行動できる子ども」になることです。その学習ス，
タイルは下図のように，やる気と自信を育てることを軸にしています 「やる気」では，子。
供たちの意欲を引き出すことを重点に置いています 「自信」では，子どもが自分の行いや。

，「 」 ，考えを自分事としてしっかりともつこと 答えは自分で導き出すもの という意識をもち
主体的に自学を行うことを目指しています。

また，教職員全体で算数の授業改善にも取り組んでいます。例えば，大事な学習のポイン
トを理解させるために，コンパクトにまとめた動画などの教材を用いて，子供の学びが深ま
るよう工夫しています 「分かることは楽しい！」と感じることのできる授業を目指してい。
ます。

今後の教育活動については，新聞報道でもありましたように，学習内容習得のため長期休
業中に登校日を設定するとともに，運動会，宿泊学習，修学旅行等の学校行事は，子供の安
全を第一に考慮し，形態を変えて実施してまいります。その都度，学校文書や学校だより，
学年通信等で詳細をお知らせいたしますので，ご理解とご協力をお願いいたします。

【裏面に続きます 】。



子供たちは 「新しい生活様式」を意，

識して生活しています。教職員も指導

だけでなく，放課後等に多くの児童が

手を触れる箇所の清掃と消毒を行って

います。

休み時間後の手洗いの習慣

放課後の教職員での消毒作業

□マスクの持参について

お子さんは，マスクを持参して登校して

いますか。子供たちに「新しい生活様式」

の意義と実践を指導しています。自分のた

めに友達のために，マスクを持参するよう

御協力お願いします。併せて，検温の取組

についてもお願いします。

□朝の読書活動について

本校では，８時２０分より，全校一斉に

朝読書に取り組んでいます。規則正しい生

活習慣の確立のために，時間までに活動を

開始できるよう登校させてください。

本校では，北海道教育委員会から学校全

体で授業改善に取り組むことで児童の学力

を向上させることを目的とした，授業改善

。推進チーム活用事業の指定を受けています

２９日（月）より，定期的に本校の樋口

奨教諭，永山小学校の善方幸教諭，永山西

小学校の花本明典教諭の３名が，各学級担

任と共に，社会で生き抜くための資質・能

力を育成する授業改善を進めていきます。

授業改善の一環として，３人の教諭が各

学級で参観したり学習指導したりすること

もありますので，お知りおきください。


